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建設コンサルタントの認知度調査（結果概要）について 

 
１．目的 
 「建設コンサルタント」という業界の名称および業務内容の認知度を把握し、建設コンサルタント
の地位向上を検討するための基礎資料とする。 

 
２．調査対象、方法 
 調査対象：10 代～60 代の男女（ 100 サンプル/セグメント×性別 2 セグメント×年齢層 6セグ
メント、合計 1200 サンプル） 

 調査方法：Web アンケート（マーケティングリサーチ会社に委託） 
 
３．調査結果の概要 
※アンケート結果は回答行動に伴う不確実性を含むため、断定的な事実を示すものではありません。
傾向把握のための参考情報としてご理解ください。 

 建設コンサルタントの「名前も仕事の内容も知っている」割合は 6.8％（P2 参照） 
 認知手段は「テレビ」が 47.3％で最も高く、次いで「インターネット」が 31.2％、「SNS」が

17.6％。（P4 参照） 
 ただし、「名前も仕事の内容も知っている」と回答した人では、「インターネット」が 50.0％で「テ
レビ」の 46.4％を上回った。（P5 参照） 

 建設コンサルタントの業務内容としては、インフラを造る・守る・直すための「調査」「計画」「設
計」に対する認知度が高い。（P6 参照） 

 建設コンサルタントのイメージとしては、「専門性が高い」「社会貢献している」「技術力が高い」
「安全・安心に関わる業界」など。（P7参照） 

 建設コンサルタントに対する信頼度としては、認知度が上がるほど「信頼できる」「ある程度信頼
できる」の割合が高い。（P8 参照） 

 建設コンサルタントの認知度向上のための取組としては、「テレビ CM を流す」「テレビや新聞など
マスコミに出る」「SNSなどネットを活用する」などと回答した割合が高い。（P9参照） 

 
４．調査結果の活用等について 
 今回の調査結果を踏まえ、「広報戦略委員会」「業界展望を考える若手の会」など協会内の横断的な
組織連携により、建設コンサルタントの認知度向上のための効果的な取組について検討し、実施す
る。 

 調査は今回だけとはせず、継続的に実施することで、各種広報活動の実施に伴う認知度の変化を把
握するものとする。 

 
以上 
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